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紹
　
介

蜂
矢
真
郷
著

『
古
代
語
の
謎
を
解
く
』

池
　
田
　
幸
　
恵

本
書
は
、
著
者
が
大
阪
大
学
と
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
講

座
で
あ
る
口
”
”
０
”
【‐＞
８
〓
中
之
島
塾
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
市
民
向
け
講

義
、
「地
名
の
謎
を
解
く
」
０
一〇
〇
五
年
）、
「古
代
語
の
謎
を
解
く
」
公
一

〇
〇
六
年
～
〇
八
年
）
を
も
と
に
、　
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

語
構
成
か
ら
古
代
語
の
成
り
立
ち
や
由
来
を
考
察
す
る
本
書
は
、
そ
の
書
名

の
と
お
り
、
謎
解
き
の
お
も
し
ろ
さ
に
満
ち
て
い
る
。

ま
ず
、
は
じ
が
き
に
お
い
て
、
「上
代
特
殊
仮
名
遣
」
「有
坂

・
池
上
法

則
」
「被
覆
形
と
露
出
形
」
な
ど
の
、
本
書
で
の
謎
解
き
に
必
要
な
種
々
の

ツ
ー
ル
の
説
明
が
な
さ
れ
た
後
で
、
本
題
に
入
る
。

第

一
章
の

「現
代
に
続
く
古
代
語
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
義
語

。
類
義
語

と
し
て
対
比
的
に
と
ら
え
ら
れ
る

「縦
と
横
」
「男
と
女
」
「
ヲ

［小
］
と
コ

［小
〓

「多
少
と
大
小
」
響
同
低
と
深
浅
」
「
ワ
ラ
フ

軍
蚕

と
ヱ
ム

［笑
〓

な
ど
の
語
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
「対
比
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
両
者

の
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
に
、
最
も
基
礎
的
な
方
法
で
あ
る
」

（
一
四
頁
）
と
い
う
著
者
の
言
葉
の
と
お
り
、
類
義
語
や
対
義
語
を
古
代
語

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
そ
の
語
構
成
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
種
々
の
発

見
が
可
能
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
「
男
と
女
」
に
お
い
て
、
男
を
表
す
も
の

に

「
コ

［子

（男
】
」
と

「
ヲ

［男
〓

の
二
類
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
は
上
代
に
お
い
て
、
「
コ

［子
］
に
お
け
る
男
の
意
と
子
供
の
意
と

の
分
化
に
よ

っ
て
、

コ
が
子
供
の
意
の
方
に
傾
向
す
る
よ
う
に
な
り
、
男
の

意
を
表
す
も
の
と
し
て
新
た
に
ヲ
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
結
果
で
は

な

い
か
」
（五
六
頁
）
と
推
定

さ
れ
た

こ
と
が
、
続
く

「
ヲ

［小
］
と

コ

［小
ど

の
考
察
に
よ
り
、

コ
と
ヲ
と
の
意
味
分
担

（
コ
が
小
さ
い
意
を
表
し
、

ヲ
が
男
の
意
を
表
す
）
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
性
格

の
似
た
複
数
の
語
を
と
も
に
考
察
す
る
こ
と
が
、
語
の
性
格
を
明
ら
か
に
す

る
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
た
好
例
と
い
え
よ
う
。

続
く
第
二
章
の

「
一
音
節
の
語
構
成
要
素
」
は
、
卜
甲
類
の
語
構
成
要
素

を
取

り
上
げ
た

「
卜

［利
］
を
め
ぐ

っ
て
」
「
卜

［門
］
。
卜

］
星

・
ト

［外
〓

と
、
被
覆
形
―
露
出
形
の
対
応

の
あ
る
も
の
を
取
り
上
げ
た

「
タ

［手
］
ｉ
ア

［手
］
な
ど
」
「
マ

［目
］
。
メ

［目
］
な
ど
」
か
ら
な
る
。
「
タ

［手
］
ｌ
ア

［手
］
な
ど
」
で
述
べ
ら
れ
た
、
被
覆
形
夕

［手
］
十
タ
ク

［手
］

の
構
成
だ
と
と
ら
え
ら
れ
が
ち
な
タ
タ
ク
に
つ
い
て
、

ツ
ク

［突
］
―

ツ
ツ

ク

［啄
］
、

フ
ク

［吹
］
―

フ
フ
ク

［噴
］
な
ど
と
同
じ
く
、　
一
音
節
語
基
の

重
複
が
接
尾
辞
を
伴

っ
た
も
の
と
と
ら
え
る
説
な
ど
は
、
著
者
の
語
構
成
研

究
の
成
果
の
現
れ
と
い
え
る
。

第
二
章
は

「古
代
か
ら
の
地
名
」
と
し
て
、
旧
国
名
の

「淡
路

。
信
濃
」
、

県
名
の

「島
根

。
新
潟
」
、
市
名
の

「
津

。
敦
賀
」
、
温
泉
名
の

「城
崎

。
和

倉
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
地
名
は
、
そ
の
由
来
が
明
確
で
は
な
い
も

の
が
多
く
、
恣
意
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
が
ち
な
も
の
で
あ
る
。
語
構
成
や
上

代
特
殊
仮
名
遣
な
ど
の
国
語
学
的
知
見
を
も
と
に
、
客
観
的
に
地
名
の
由
来

を
探
る
本
章
は
、
真
実
を
見

つ
け
る
謎
解
き
の
お
も
し
ろ
さ
に
満
ち
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
温
泉
名

「
和
倉
」
は
、
そ
の
漢
字
表
記
に
影
響
さ
れ
ワ
十
ク
ラ



の
語
構
成
で
あ
る
と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
が
、
温
泉
が
湧
く
と
こ
ろ

の
意
で
あ
る
ワ
ク

［湧
］
十
ラ

（
ラ
は
接
尾
辞
）
、
も
し
く
は
、
海
中
に
温
泉

の
湧
く
と
こ
ろ
の
意
の
ワ
ク

［湧
］
十
ウ
ラ

［浦
］
と
と
ら
え
る
こ
と
が
提

唱
さ
れ
る
。
著
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
後
者
の
ワ
ク

［湧
］
＋
ウ
ラ

［浦
］

説
が
も

っ
と
も
納
得
で
き
、
現
在
の
漢
字
表
記
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
地
名
の

由
来
を
考
え
る
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
和
倉
の
項
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
長
崎
県
の
松
浦
市
は
現
在
で
は
マ
ツ
ウ
ラ
と
訓
む
が
、
平
戸

藩
主
松
浦
家
伝
来
の
資
料
を
収
め
た
松
浦
史
料
博
物
館
の
松
浦
は
、
今
で
も

マ
ツ
ラ
で
あ
る
。

な
お
、
本
書
は
第
二
七
二
六
回
の
日
本
図
書
館
協
会
選
定
図
書
と
な
り
、

多
く
の
公
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
本
書
を
読
み
、
ち
ま

た
に
あ
ふ
れ
る
恣
意
的
な
語
源
説
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
客
観
的
に
語
の
成
り

立
ち
や
由
来
を
考
え
た
い
と
、
国
語
学
を
志
す
学
生
が
出
て
く
れ
た
ら
、
と

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

（大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇

一
〇
年
二
月
、
三

一
四
頁
、
二
、
四

一
五
円
）

（
い
け
だ

。
ゆ
き
え
　
長
崎
大
学
環
境
科
学
部
准
教
授
）


